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１．調査研究の背景と目的について 

 バングラデシュにおける調査研究は，環境問題を中心として都

市開発や社会，生活，衛生などを中心とした研究が多く注目され，

進められている。そのような中でランドスケープに関連した調査

研究をみると，土地利用空間をリモートセンシングや地理情報シ

ステム（GIS）を活用し，機械的に把握しようとしている研究 1, 2），

緑地空間から都市空間を機械的に把握しようと試みた研究 3)が近

年報告され，空間から問題点を探ろうとしている。また，生活の

中での余暇といった視点から公園の空間把握を導き出そうとした

もの 4)，建築から都市について示した事例研究 5）エコツーリズム

の事例 6）などが散見される。これらは，自然や生活の改善を進め，

活用しようとしている調査研究が主である。 

 発展著しく大きな変化を遂げつつあるバングラデシュの現状に

目を転じてみると，都市開発による大きな変化があり，空間その

のもが変貌してきている。中でも人間の視点によって認識される

景観については，関心も薄く無策的に空間の開発が進められてい

る。これは，経済発展が現在，同国で重要視されているからとも

いえよう。バングラデシュは，インフラや空間変化などの問題を

抱えており 7），農村部から経済的特需を求め都市部に流入する急

激な人口増加，それによって都市空間の急激な悪化 8）から，都市

と農村の景観も，大きく変化する可能性が極めて高くなりつつあ

る 9）。この状況は，かつての日本や現在の中国の経済成長による

負の面，急激な景観破壊に近いと考えざるを得ない。 

 バングラデシュにおける景観を改めて見ると，産業発展，生活

スタイルの変化にともなう空間構成の変動 10）から，景観そのも

の自体が刻々と視覚的形態を急激に変化させていくものといえる。

例えば，住民生活の場の変化をみると，身の回りの変化や生活の

変化が見られるが，その変化自体に，気づかない場合が多い。も

しくは，空間変化について，現時点で，その変化を理解し，変化

を容認している場合も多いと考えられる 11）。地域に生活する住民

が，現段階での景観の状況について，どのように認識し，意識し

ているのかについて調べることは，今後の景観のあり方を考える

上で重要といえる。特に，これからのバングラデシュ社会を担う

若年層に対する景観認識を把握することは，経済発展により変化

しやすい景観に対し，次世代の景観に対する認識や視点を加える

ことによって，維持や保全に加え，今後活用できるための施策や

判断材料としての価値も考えられよう。 

 現在，バングラデシュでは，景観や風景に関しての調査研究，

報告事例について世界遺産の寺院での保全策対応など 12）がある

ものの極めて少ない。古代の風景，景観計画の構造について述べ

たもの 13）など，いくつかの調査研究が散見されるが，景観認識

を主体にした事例や報告書そのものが，国内外でほとんど確認さ

れない状況であり，景観評価などについてもみられない。また，

研究の主たるものは，首都であるダッカ（Dhaka）を中心に，そ

の近郊を調査研究したものが多くみられる状況である。 

 バングラデシュの第二の都市であるチッタゴン（Chittagong）

での調査研究をみると，造船解体場と環境問題などの船舶関係の

研究が多くみられる 14, 15）が，景観調査といった点では研究がほ

とんどなく，当該地区においては，GISやGPS，GLONASSを

活用した調査 16）や基礎的な景観調査報告 17）が散見されるだけで

ある。加えて，チッタゴンは，現在，経済や人口が膨張している

ダッカと同様に経済的な成長による都市部への人口の増加など，

今後発展著しい都市 8）の一つと考えられる。このことは，チッタ

ゴンの景観そのものを大きく変える可能性があるとも考えられる。 

 そこで本調査研究は，チッタゴン市に生活をする若年層におい

て現在の景観に対し，どのような認識を持ち，どう把握している

のか探ることを目的とした。 

 

２．調査対象について 

 本研究は，バングラデシュ人民共和国チッタゴン市にある小学
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校，中学校，高等学校，大学から各1校ずつの計4校を調査対象

とした。 

 チッタゴンは，図－1 に示したように首都のダッカから南東部

の丘陵地に位置し，港湾都市として発展著しい都市である。当該

地域の標高を見るとバングラデシュ特有の海抜の低い均一的な空

間ではなく，丘陵地の高低差があり，またミャンマー国境に近い

都市である。また，市の政策として積極的に進められている街路

樹の緑などが，標高の高低差があることによって，階層的に見え，

緑豊かな街並み空間を形成している。 

３．アンケートによる景観調査方法と解析 

 アンケート調査は，2011年 3月と 5月に行い，2012年 12月

に確認調査を行った。調査対象者は，小学校から大学といった広

範囲にわたる若年層を対象に実施し，現在の市内，街の景観につ

いての設問を設け実施した。調査対象学校名は，小学校がMidcity 

Elementary School，中学校がKattary Girls High School，高等

学校がCider International School，大学がPremier Universuty

であり，被験者にはアンケートの趣旨を英語とベンガル語で説明

し，その後，回答してもらい，直接回収を行った。 

 アンケート調査の内容は，基本属性に加え，どのような景観が

好きなのか嫌いなのかの要素を抽出するために，好きな景観，嫌

いな景観についての自由記述，当該市における街や自然自体への

愛着度，緑化に対する意識を調べるために，街，自然，緑，街路

樹，街の緑の量についての好き嫌いの質問項目を設けた。これら

の質問項目を評価尺度として，「とても良い（grate）」，「良い

（good）」，「どちらでも無い（normal）」，「悪い（bad）」，「とて

も悪い（worst）」の5段階選択で回答させるようにした。 

 次に，街についての景観評価の質問は，形容詞対を中心とした

7 段階評価（-3，-2，-1，0，1，2，3）とした。3 と-3 が「非常

に（very much）」，2と-2が「かなり（much）」，1と-1が「やや

（little）」，0 が「どちらでも無い（normal）」といった設問によ

る SD 法 18）で実施をした。景観認識の評価は，表－3 に示した

19項目である。 

 形容詞対の選出については，石井（1990）19）の調査を参考に

しつつ，アンケート調査が初めてのベンガル人に対して理解可能

か，加えてチッタゴン市での若年層を対象に調べる上で，どの形

容詞対が景観認識として把握できるのかを事前に国立チッタゴン

大学社会学部教員にヒアリングをし，決定をした。得られた回答

からプロフィール分析の結果を活用し，因子分析 20）した。因子

分析による因子抽出法は，主因子法，回転はバリマックス回転を

用いた。 

表－1 属性 
性別 女性 男性 居住地 都市 近郊 農村 
被験者数 76 63 被験者数 114 25 0 
割合（%） 54.7 45.3 割合（%） 82.0 18.0 0.0 
年齢 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 23 25 
被験者数 1 5 1 11 38 36 8 14 4 2 11 2 5 1 
割合（%） 0.7 3.6 0.7 7.9 27.3 25.9 5.8 10.1 2.9 1.4 7.9 1.5 3.6 0.7 

表－2 好きな景観・嫌いな景観の上位10項目（人） 

【好きな景観】 女

性 
男

性 【嫌いな景観】 女

性 
男

性 
海（sea） 30 43 交通渋滞（traffic jam） 18 11 
山（mountain） 34 27 ビル（building） 13 15 
海岸（beach） 17 27 ゴミ集積所（dustbin） 14 9 
川（river） 20 17 造船解体所（ship breaking yard） 10 11 
森林（forest） 15 16 スラム（slum） 6 11 
緑空間（green） 14 6 街（urban） 4 11 
湖（lake） 9 8 イエガラス（house crow） 11 2 
丘陵地（hill） 3 12 池（pond） 4 8 
造船所（shipyard） 4 8 工場（industrial area） 4 6 
街区（townscape） 4 7 道路（road） 4 6 

４．アンケートによる調査結果と総合考察 

（１）基本属性 

 表－1は，被験者の属性データを示したものである。アンケー

ト調査の被験者数は，139人であり，小学校が5人，中学校が9

人，高校が104人，大学が21人の有効回答率100%であった。

被験者の男女比は，女性が54.7%，男性が45.3%とほぼ半数で，

年齢比は，多い割合が14歳の27.3%と15歳の25.9%であった。 

 回答者の居住地区分を見ると，都市内に生活する人が，82.0%，

都市部周辺部に生活している人が18.0%，農村部に生活する人が

0%で，被験者は，都市部を中心にその周辺域で生活をしていた。 

（２）好きな景観と嫌いな景観 

 表－2 は，チッタゴンにおける好きな景観と嫌いな景観につい

ての複数記述回答の結果の上位 10 項目を示したものである。記

述された項目数が24（n=382）であった。この結果の詳細をみる

と，好きな風景は，海（sea）を示したものが最も多く，73 名も

の回答があり，次いで多いのが山（mountain）の 61 名，海岸

（beach）の44名，川（river）の31名，森（forest）の31名と

続いている。それ以下でも緑や湖，丘陵地などの自然環境に関す

る景観が上位を占めていた。 

 特に，海と山，海岸に関しては，非常に好ましい景観と考えて

いるようであり，小学校では80.0%，中学では70.0%，高等学校

が60.0%，大学が52.0%と年齢が若いにしたがって割合が高かっ

た。記述回答した120名の中，半数以上の被験者が，これらを挙

げていた。 

 この結果は，チッタゴンが丘陵地であることに加え，沿岸部に

位置し，近郊にコックスバザール（Cox's Bazar）などの世界の中

でも美しく長い海岸線が存在し，遠足などで訪れることも多いこ

とが高い評価になったものと考えられる。コックスバザールに似

たポテンガ海岸（Potenga beach）といった記述も見られたこと

から，被験者にとり，認識しやすい景観の好ましい要素であると

考えられる。山や森が好きな景観として挙がっていたことについ

ては，市内に緑の空間と山が見られること，生活の中で近接し，

良く訪れられていることから，挙げられたと考えられる。 

 嫌いな景観についてみると，記述項目数が21（n=231）であっ

た。この結果の詳細をみると，都市の渋滞した景観（traffic jam）

が 29 名と最も多く挙げられており，次いでビル（building）に

28 名，都市内に設置してあるゴミ回収箱（dustbin）が 23 名，

造船解体場（ship breaking yard）が21名，スラム（Slum）が

17名と続いた。特筆なのは，都市内でゴミを荒らしているイエガ

ラス（house crow）のいる光景に13名と多く挙げられていた。

図－1 チッタゴン市位置図 
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これらの要素は，人の関与による環境について，ほとんどを占め

られていた。このことから被験者にとって，自然や緑の空間に対

しては，多くが好きな景観との認識をし，渋滞など車の多い状況

や解体場，衛生的に問題があるものなどに対しては，多くが嫌い

な景観と被験者が認識しているものと思われる。中でも，街の衛

生に問題が多い環境要素が景観として嫌いなものにつながってお

り，そのような嫌いな景観要素が視野に入ることが問題との回答

も見られた。 

（３）街と緑の景観の好みについて 

 図－2 は，街や緑に関しての好き嫌いについて集計した結果で

ある。結果をみると，総じてマイナスの印象は少なく，多くが好

ましいとの結果を示していた。詳細に見るとチッタゴンの街を好

ましいかとの設問については，とても良いが18.0%，良いが41.7%

と合わせて6割になり，どちらでも無いは36.7%であった。悪い

は2.9%，とても悪いは0.7%であったことから，ほとんどの被験

者がチッタゴンの街自体について，好ましい空間，もしくは肯定

的にとらえていることが示されたといえる。 

 自然が好きかどうかの設問については，とても良いが 76.3%，

良いが 18.0%と合わせて 94.3%にもなり，被験者のほとんどが，

自然が好ましいと考えていた。これは，表－2 で示した項目とリ

ンクし，丘陵地や海岸線などチッタゴン周辺の自然環境の状況で

判断されていると推察される。 

 緑についての設問では，自然と同様にとても良いが64.0%，良

いが20.9%と，合計84.9%との高い割合を占めた。街中の景観の

要素の街路樹について設問をみると，とても良い，良いの合計

92.1%と被験者のほとんどを占めた。緑は好きかの結果をみると，

街の中の緑よりも街路樹を重要視する結果ではと推察される。 

 街中の緑の量についての設問では，とても良いが24.5%，良い

が 38.8%と 63.3%と半数以上を占め，どちらともいえないが

25.9%であった。この結果は，緑の量が街の中に多く存在してい

ることを認識する結果といえる。 

 これらの結果から被験者は，チッタゴンの街を好ましく考えて

おり，それは，街路樹のような街の景観を構成する緑の存在が少

なからず影響を与えている可能性も考えられる。 

表－4 因子分析の結果（バリマックス回転後） 
変数名 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 

美しい - 醜い 0.713 -0.095 -0.043 0.249 
自然的な - 人工的な 0.689 0.208 -0.044 -0.068 

好き - 嫌い 0.660 -0.082 0.164 0.114 
良い - 悪い 0.651 -0.035 0.033 0.262 

心地よい - 不快な 0.526 0.038 -0.081 0.476 
緑が多い - 緑が少ない 0.435 0.366 -0.139 0.127 

柔らかい - 硬い 0.328 0.165 0.002 -0.073 
明るい - 暗い 0.250 0.549 -0.042 0.274 

目立つ - 目立たない 0.031 0.530 0.182 0.108 
便利 - 不便 0.171 0.530 -0.219 0.318 

圧迫感 - 無圧迫感 -0.106 0.476 0.173 -0.056 
安定 - 不安定 0.364 0.422 0.060 0.332 
重い - 軽い 0.013 0.395 0.058 -0.093 

ばらばらな - 統一した -0.153 -0.058 0.595 0.002 
閉鎖的 - 開放的 0.155 -0.006 0.463 0.061 
早い - 遅い 0.027 0.276 0.463 0.368 

騒がしい - 静かな -0.002 0.228 0.452 0.026 
大きい - 小さい -0.003 0.201 0.341 0.395 

強い - 弱い 0.152 -0.016 0.117 0.514 

固有値 4.187 2.367 1.787 1.261 
寄与率（%） 22.0 12.5 9.4 6.6 

累積寄与率（%） 22.0 34.5 43.9 50.5 

（４）SD法・プロフィール分析と因子分析 

 表－3は，形容詞対の評定平均値と標準偏差の結果，表－4は，

バリマックス回転後の第1因子から第4因子までの因子負荷量を 

示したものである。 

 表－3 に示したように，チッタゴンの景観について平均値は，

マイナスにならなかった。景観評価の高い平均数値は，「好き－嫌

い」が2.11，「美しい－醜い」が1.94，「緑が多い－緑が少ない」

が1.83，「心地よい－不快な」が1.79との項目であった。これら

評定平均値の高い値では，若年層はチッタゴンの街の景観を好ま

しく考えているとともに，緑が多くあり，美しく心地よい街の景

観を有しているということを示しているものと推察される。 

 また,「ばらばらな－統一した」が 0.22，「閉鎖的－開放的」が

0.43，「圧迫感－無圧迫感」と「重い－軽い」が 0.91であった。

これらの結果をみると，街の圧迫感，重たさを感じつつも，不統

一感と閉鎖的な強い印象を受ける街の景観ではないことも伺えら

れた。ただ，「騒がしい－静かな」に1.27と示されていたように，

街の景観の喧噪が印象付けられているものと見受けられた。 

 表－4 で示してあるように，第 1 因子では，「美しい－醜い」，

「自然的な－人工的な」，「好き－嫌い」，「良い－悪い」，「心地よ

い－不快な」，「緑が多い－緑が少ない」，「柔らかい－硬い」とい

った7項目で高い負荷量を示した。このことから，若年層にとっ

てこの街の景観は美しく，自然的で好ましく心地よく緑も多いと

の印象をもっていると推察されることから，第1因子の因子解釈

を「街の美観」と解釈した。 

第 2 因子をみると，「明るい－暗い」，「目立つ－目立たない」，

「便利－不便」，「圧迫感－無圧迫感」，「安定－不安定」，「重い－

軽い」といった6項目で因子負荷量の値が高かった。このことか

ら，この街の景観には，明るさが印象としてあり，目立っており，

かつ便利であるが，圧迫感と重さはあるものの安定しているとの

印象をもつ結果となった。そこで，この第 2 因子の解釈は，「街

の評価」と解釈した。 

 第 3 因子では，「ばらばらな－統一した」，「閉鎖的－開放的」，

「早い－遅い」，「騒がしい－静かな」といった4項目が挙げられ，

統一感なく，街の閉鎖感が印象としてあり，早く騒がしい印象を

もっていると考えられ，街の景観の状況を示しているものと推察

された。そこで，第3因子の因子解釈としては「街の状況」であ

ると解釈した。 

最後に第 4 因子をみると，「大きい－小さい」，「強い－弱い」

図－2 街と街の緑についての設問回答割合 

表－3 形容詞対の平均値と標準偏差 
平均

値 
標準

偏差 
平均

値 
標準

偏差 
好き - 嫌い 2.11 1.14 目立つ - 目立たない 0.92 1.24 
良い - 悪い 1.63 1.12 閉鎖的 - 開放的 0.43 1.67 
美しい - 醜い 1.94 1.10 明るい - 暗い 1.55 1.29 

心地よい - 不快な 1.79 1.17 圧迫感 - 無圧迫感 0.91 1.24 
強い - 弱い 1.05 1.43 緑が多い - 緑が少ない 1.83 1.13 

柔らかい - 硬い 1.19 1.36 ばらばらな - 統一した 0.22 1.79 
騒がしい - 静かな 1.27 1.45 安定 - 不安定 1.04 1.38 

早い - 遅い 0.98 1.33 重い - 軽い 0.91 1.30 
大きい - 小さい 0.95 1.41 便利 - 不便 1.14 1.37 

自然的な - 人工的な 1.88 1.21 
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といった街の規模や強さを示されていると考えられることから，

因子解釈は，「街の拡張」と解釈した。 

 この各因子における解釈した街の「美観」，「評価」，「状況」，

「拡張」は，それぞれ街の景観を若年層がどう印象としてとらえ

ているのか，端的に見いだせたものと考えられる。 

（５）総合考察 

 総合考察すると，若年層にとり，チッタゴンにある山や海，海

岸，森林といった自然を中心とした緑や街の中の街路樹といった

景観要素が好ましいとの結果が示され，それらが第1因子の解釈

でもある街の美観となり，好きで心地よいものの要素としてつな

がっていると考えられる。また，当該市は，明るく目立つ景観を

もつ街で，かつ便利で安定しているといった生活の点からも見る

と第2因子の解釈である評価といった点で，若年層にとり良い印

象の評価を持っているものと推察される。 

 しかしその中で，圧迫や重さといった街の重圧感的な点を感じ

ていることもあることから，評価としては二分するのではと考え

られた。加えて，街の景観が統一感少なく，かつ閉鎖的で騒がし

いとの点，早いとの印象がある点では，経済的にも変化が激しい

ことにより，バングラデシュでは建築物の新旧建て替え，都市開

発などが盛んである 21）ことの印象が強いのではと思われ，それ

が第3因子の雑然としたものではと考えられる。第4因子で示さ

れた拡張をみても，街の大きさや強さを示していることを考える

と経済発展著しい当該市の変化を印象付けているものと思われる。 

特に，当該市の主要産業としての造船関係である造船解体業は，

若年層の多くにとって，景観として好ましく思われていないこと

が明らかとなった。また，経済発展にともなう交通渋滞や人口流

入の増加による集積ゴミ箱の状態，それを餌としているイエガラ

スなどの光景といった点においても悪い景観として認識している

ことも明らかとなった。その反動からか，自然や緑，街路樹など

が街の景観として良い，好ましいといった評価につながったので

はと考えられる。 

５．おわりに 

 本調査によって，チッタゴン市における若年層の景観認識をど

のように意識しているのか把握することができた。好ましい景観

と好ましくない景観には，街の経済的な要素，人口の増加なども

大きく絡んでいると考えられる。今後，当該市を担う若年層にと

っても経済の成長は重要な点であり，さらに経済の発展の中で周

辺域からの人口流入による人口増加 8）は，環境や景観への影響を

与えると推察される。 

 好ましいと考えている今の街の景観の美しさや好ましさなどの

印象が，街の経済発展などによる変化，推移していくことで，総

合考察で述べたように低下する可能性が高い。美しく好ましい，

緑の豊かな街の景観を維持させるためには，周辺の山や海，海岸，

川，森といった自然の環境を今まで以上に維持や保全しつつ，街

中の街路樹などの緑の維持や，さらなる緑化の充実が必要である。

現在の当該市における緑化行政は，現状維持に貢献しているもの

といえるが，経済発展などによる街の景観の変化については，厳

しいとも考えられる。行政を中心に，企業などによる自然や緑の

景観政策を意識し，そして各自が主導的に緑化や自然の保全を進

めることで，魅力ある街の景観が形成されるといえよう。 

 今回の調査研究で，景観についての認識調査を進められたこと

は，ほとんど調査研究がされていなかったバングラデシュでの景

観認識のデータを提供することでもあり，現状の景観の記録保存

にもつながったものといえ，活用できる情報と考えられる。 

 本調査の対象者は，当該市を担う次世代の若年層を中心とした

が，現在の当該市を担っている中堅層などについても調査するこ

とが必要であるといえる。加えて，若年層の景観認識追跡調査も

進めることで，当該市の街の景観のモニタリング的な評価が必要

といえよう。若年層も含めて，景観そのものに認識がほとんどな

く，景観に対しての理解をしていないバングラデシュの住民に対

し，そこに生活する人の景観認識をどうより多く抽出し，認識を

周知していくのか，そのための新しい手法についても考えること

が必要といえ，今後の検討課題である。 
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